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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期
累計期間

第32期
第２四半期連結
会計期間

第33期
第２四半期
会計期間

第32期　

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 1,351,1461,710,328592,658 930,4462,417,769

経常損失（千円） 318,655　 210,373 262,074 200,084 496,594

四半期（当期）純損失（千円） 271,755 166,746 303,090 178,581 497,424

持分法を適用した場合の投資損失

（千円）
－ 145,000 － 145,000 －

資本金（千円） － －   　　　－ 2,910,9162,910,916

発行済株式総数（株） － －    － 38,363,22038,363,220

純資産額（千円） － － 2,277,7621,881,4242,068,723

総資産額（千円） － － 2,829,0952,519,1182,596,348

１株当たり純資産額（円） － － 59.03 49.20 53.56

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
7.10 4.36 7.92 4.67 13.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 79.8 74.7 78.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,058,283172,099 － － －

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△200,048 2,385 － － －

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△147 △9 － － －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,510,1531,610,106 －

従業員数（人） － － 16 23 19

（注）１．第32期第２四半期については四半期連結財務諸表を作成しているため、第32期第２四半期累計期間及び第32

期第２四半期会計期間に代えて第32期第２四半期連結累計期間及び第32期第２四半期連結会計期間につい

て記載しております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資損失については、第32期第２四半期連結累計期間及び第32期第２四半期連結会

計期間は四半期連結財務諸表を作成しているため記載しておりません。また、第32期は関連会社が存在しな

いため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第32期第２四半期連結累計期間、第32期

第２四半期連結会計期間、第33期第２四半期累計期間及び第32期は潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため記載しておりません。また第33期第２四半期会計期間は１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第32期については連結財務諸表を作成しているため、営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動による

キャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー並びに現金及び現金同等物の期末残高は記載して

おりません。

EDINET提出書類

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント(E02899)

四半期報告書

 2/29



２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　　　当第２四半期会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業の内容
議決権の所有割合

(％)
関係内容

（関連会社）

㈱ワールドビクトリー

ロード（注）

東京都目黒区 300,000スポーツ催事 30 資金援助あり。

　（注）債務超過会社で債務超過の額は、平成21年９月末時点で768,308千円となっております。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 23 (1)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

　当第２四半期会計期間の仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
  至　平成21年９月30日）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 482,112

アミューズメント事業　　　（千円） 171,022

コンサルティング事業　　　（千円） 16,293

　合　　計　　　（千円） 669,429

（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

３．前第２四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期比の記載は行っておりませ

ん。

　 

(2）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 666,639

アミューズメント事業　　　（千円） 205,851

コンサルティング事業　　　（千円） 57,954

　合　　計　　　（千円） 930,446

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期比の記載は行っておりませ

ん。　

３．当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次

のとおりであります。　　

相手先

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

　株式会社　三共 493,588 53.0

　株式会社　三共プランニング 141,095 15.2

　株式会社　東プロ 114,185 12.3

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成しているため、記載は行っておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況　

  　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、昨年10月以降の世界規模の金融・経済不安により企業収益が低迷

を続けるなか、雇用不安及び所得減少による個人消費の低迷に改善が見られず、経済社会全体としては引き続き厳

しい環境で推移しております。 

当社の主要顧客の多くを占めるエンターテインメント・アミューズメント業界におきましても個人消費マイン

ドの低下などに歯止めが掛からず、厳しい環境が続いております。

このような経済情勢のなかで、当社は得意分野である優良コンテンツの商品化権事業を中心に鋭意努力し、市場

開拓等に取り組んでまいりました。また当社のコンテンツビジネスに有益と考え、格闘技イベント「戦極」を主催

する㈱ワールドビクトリーロードの株式の30％を保有し関連会社とするなど積極的に展開してまいりました。しか

しながら当第２四半期会計期間につきましては予算の未達等により営業・経常損失、四半期純損失を計上するに至

り当初予想から大きく乖離し厳しい結果となりました。

　当第２四半期会計期間の業績は、売上高につきましては当初予想を下回り930百万円となり、損益につきましても

当初予想に対して、売上高の減少、商品の減損、市場開拓のための販売費及び一般管理費の増加等により営業損失55

百万円となり、貸付先の返済能力に疑義が生じたことによる営業外費用の増加により経常損失200百万円となりま

した。また貸倒引当金戻入額16百万円など特別利益計上により四半期純損失178百万円となりました。

　事業部門別の業績は、次のとおりであります。

①　コンテンツ事業

　当第２四半期会計期間のコンテンツ事業につきましては、版権仲介事業の一環としてプロモーション等の周辺ビ

ジネスが予想以上の成果を上げ大きく収益に貢献いたしました。しかしながら、商品価値が高いと考え当社が有し

ていた海外ドラマの版権がユーザーとの交渉のなかで価格が折り合わず一部減損処理をおこないました。さらに新

たなビジネスチャンスと捉え市場開拓を行っていた「プレイヤーディスク」（音楽再生型の玩具）について商品

化が見込めるまでにいたらず販売費及び一般管理費が増大する結果となり、事業部全体として当初見込みを大きく

下回る結果となりました。

　この結果、売上高は666百万円、営業損失24百万円となりました。

②　アミューズメント事業　

当第２四半期会計期間のアミューズメント事業につきましては、アミューズメント施設用メダルゲーム機への転

用事業を積極的に推進し、堅調に推移いたしました。

また、当社オリジナルのアミューズメント施設用メダルゲーム筐体の販売・レンタルにつきましてもアミューズ

メント施設市場の状況は引き続き厳しい中で、販売を抑えレンタルを厚くする等ユーザーのニーズに柔軟に対応し

当初予想通りの結果を残すことができました。

この結果、売上高は205百万円、営業利益は16百万円となりました。

③　コンサルティング事業

　当第２四半期会計期間のコンサルティング事業につきましては、「アミューズメントショッピングエリア事業」

においては、第１四半期会計期間同様、新規コンサルティング受託店舗数が伸び悩む結果となりました。また「遊休

不動産活用コンサルティング事業」においては中規模クラスの案件を１件成立させたものの、当初予算から売上高

・営業利益共に大きく未達となり期待した結果を残すことができませんでした。 

　この結果、売上高57百万円、営業利益13百万円となりました。

　上記の金額には総務部門等管理部門に係る配賦不能営業費用は含んでおりません。

　なお、前第２四半期連結会計期間については四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期比については記載

しておりません。

　

（2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における総資産は2,519百万円（前事業年度末は2,596百万円）となり、77百万円減少い

たしました。この主な要因は、現金及び預金の増加（1,435百万円から1,610百万円へ174百万円増）、前渡金の増加

（241百万円から389百万円へ148百万円増）がある一方で、売掛金の減少（251百万円から172百万円へ78百万円

減）、貸倒引当金の増加（△1,925百万円から△2,109百万円へ△183百万円増）があったことによるものです。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債は637百万円（前事業年度末は527百万円）となり、110百万円増加いたし

ました。この主な要因は、買掛金の増加（426百万円から531百万円へ104百万円増）によるものです。
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（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産は1,881百万円（前事業年度末は2,068百万円）となり、187百万円減少

いたしました。これは、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少（△2,754百万円から△2,921百万円へ166百

万円減）、新株予約権の権利失効による減少（20百万円減）によるものであり、自己資本比率は74.7％となりまし

た。

　

　（3）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,610百万円となり、第１四半期会計期間末と比較

して385百万円増加いたしました。

　　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果獲得した資金は388百万円となりました。これは税引前四半期純損失（178百万円）の計上、貸倒引

当金の増加（209百万円）、売上債権の減少（97百万円）、仕入債務の増加（212百万円）等の要因によるものであ

ります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は3百万円となりました。これは貸付による支出（30百万円）等の支出があった一方

で、貸付金の回収による収入（21百万円）、有形固定資産の売却による収入（5百万円）等があったことによるも

のです。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期会計期間において財務活動の結果使用又は獲得した資金はありませんでした。

　

　　なお、前第２四半期連結会計期間については四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期比については記載

しておりません。　

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　（5）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 71,000,000

計 71,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 38,363,220 38,363,220ジャスダック証券取引所 単元株式数1,000株

計 38,363,220 38,363,220 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日　
－ 38,363,220 － 2,910,916 － 1,961,297

　

（５）【大株主の状況】

　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　安田　隆夫 　東京都港区 6,620 17.25

　柳田　康友 　東京都港区 6,478 16.88

　達山　隆志　 　東京都港区 1,530 3.98

　株式会社モアプランニング 　埼玉県戸田市新曾98番地２ 1,475 3.84

　楽園堂株式会社 　東京都世田谷区下馬５丁目41番３号 900 2.34

　ブイ・シー管理株式会社 　埼玉県戸田市上戸田５丁目19番７号 823 2.14

　水口　佳孝 　東京都台東区 574 1.49

　大間　岩夫 　東京都八王子市 574 1.49

　叶屋　博基 　東京都品川区 439 1.14

　フィールズ株式会社 　東京都渋谷区円山町３番６号 362 0.94

計 － 19,775 51.54
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 122,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,164,000 38,164 －

単元未満株式 普通株式 77,220 － －

発行済株式総数 38,363,220 － －

総株主の議決権 － 38,164 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コモン

ウェルス・エン

ターテインメント

東京都港区麻布十

番一丁目10番10号
122,000 － 122,000 0.31

計 － 122,000 － 122,000 0.31

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 34 37 50 59 48 44

最低（円） 22 26 34 37 42 28

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しておりま

す。　

(2) 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　　なお、当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。　

(3) 前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は四半期財務諸表を作成していないため、前第２四半期会計期間

（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで）に係る四半期損益計算書並びに前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で）に係る四半期キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結

損益計算書並びに前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結

キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、監査法人ナカチによる四半

期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

 　当社は、当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年９月30日まで）については、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成してお

りません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,610,106 1,435,631

受取手形及び売掛金 172,888 251,064

商品及び製品 64,385 110,423

前渡金 389,765 241,582

その他 82,581 154,305

貸倒引当金 △177,585 △100,599

流動資産合計 2,142,142 2,092,406

固定資産

有形固定資産 ※1
 33,304

※1
 30,665

無形固定資産 49,236 54,587

投資その他の資産

長期貸付金 1,509,124 1,519,224

敷金及び保証金 556,784 558,754

その他 160,173 166,082

貸倒引当金 △1,931,648 △1,825,371

投資その他の資産合計 294,434 418,689

固定資産合計 376,975 503,942

資産合計 2,519,118 2,596,348

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 531,175 426,946

未払法人税等 6,835 3,685

引当金 6,530 3,182

その他 48,586 52,008

流動負債合計 593,128 485,822

固定負債

引当金 11,270 7,608

その他 33,294 34,194

固定負債合計 44,565 41,802

負債合計 637,693 527,625
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,910,916 2,910,916

資本剰余金 1,961,297 1,961,297

利益剰余金 △2,921,478 △2,754,732

自己株式 △69,310 △69,301

株主資本合計 1,881,424 2,048,180

新株予約権 － 20,542

純資産合計 1,881,424 2,068,723

負債純資産合計 2,519,118 2,596,348
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（２）【四半期損益計算書】
【前第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,351,146

売上原価 1,129,825

売上総利益 221,320

販売費及び一般管理費 ※1
 548,530

営業損失（△） △327,209

営業外収益

受取利息 7,392

その他 1,309

営業外収益合計 8,702

営業外費用

為替差損 137

その他 10

営業外費用合計 147

経常損失（△） △318,655

特別利益

前期損益修正益 18,375

貸倒引当金戻入額 89,429

その他 3,006

特別利益合計 110,812

特別損失

固定資産除却損 18,516

投資有価証券評価損 44,699

特別損失合計 63,216

税金等調整前四半期純損失（△） △271,060

法人税、住民税及び事業税 695

法人税等合計 695

四半期純損失（△） △271,755
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【当第２四半期累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,710,328

売上原価 1,279,376

売上総利益 430,952

販売費及び一般管理費 ※1
 498,736

営業損失（△） △67,784

営業外収益

受取利息 2,140

その他 1,935

営業外収益合計 4,075

営業外費用

貸倒引当金繰入額 146,069

その他 594

営業外費用合計 146,664

経常損失（△） △210,373

特別利益

前期損益修正益 2,275

固定資産売却益 3,909

貸倒引当金戻入額 17,503

新株予約権戻入益 20,542

特別利益合計 44,231

税引前四半期純損失（△） △166,141

法人税、住民税及び事業税 605

法人税等合計 605

四半期純損失（△） △166,746

EDINET提出書類

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント(E02899)

四半期報告書

14/29



【前第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 592,658

売上原価 492,105

売上総利益 100,553

販売費及び一般管理費 ※1
 368,236

営業損失（△） △267,683

営業外収益

受取利息 4,874

その他 874

営業外収益合計 5,748

営業外費用

為替差損 137

その他 1

営業外費用合計 139

経常損失（△） △262,074

特別利益

前期損益修正益 4,031

特別利益合計 4,031

特別損失

投資有価証券評価損 44,699

特別損失合計 44,699

税金等調整前四半期純損失（△） △302,743

法人税、住民税及び事業税 347

法人税等合計 347

四半期純損失（△） △303,090
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【当第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 930,446

売上原価 699,958

売上総利益 230,487

販売費及び一般管理費 ※1
 286,216

営業損失（△） △55,728

営業外収益

受取利息 1,246

その他 513

営業外収益合計 1,760

営業外費用

貸倒引当金繰入額 146,069

その他 47

営業外費用合計 146,116

経常損失（△） △200,084

特別利益

前期損益修正益 952

固定資産売却益 3,909

貸倒引当金戻入額 16,943

特別利益合計 21,805

税引前四半期純損失（△） △178,279

法人税、住民税及び事業税 302

法人税等合計 302

四半期純損失（△） △178,581
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
【前第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △271,060

減価償却費 4,183

コンテンツ版権勘定償却額 50,315

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36,196

固定資産除却損 18,516

投資有価証券評価損益（△は益） 44,699

売上債権の増減額（△は増加） 1,783,647

その他の流動資産の増減額（△は増加） △205,840

仕入債務の増減額（△は減少） △2,404,082

その他の流動負債の増減額（△は減少） △104,583

預り保証金の増減額（△は減少） △4,000

その他 △7,362

小計 △1,059,369

利息及び配当金の受取額 2,371

法人税等の支払額 △1,285

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,058,283

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △32,148

貸付けによる支出 △237,000

貸付金の回収による収入 65,100

敷金及び保証金の差入による支出 △2,500

敷金及び保証金の回収による収入 6,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △200,048

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他 △147

財務活動によるキャッシュ・フロー △147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,258,479

現金及び現金同等物の期首残高 2,768,633

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,510,153
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【当第２四半期累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △166,141

減価償却費 12,145

貸倒引当金の増減額（△は減少） 228,562

有形固定資産売却損益（△は益） △3,909

たな卸資産評価損 35,000

新株予約権戻入益 △20,542

売上債権の増減額（△は増加） 80,485

たな卸資産の増減額（△は増加） 297

その他の流動資産の増減額（△は増加） 44,565

仕入債務の増減額（△は減少） △43,953

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,976

預り保証金の増減額（△は減少） △900

その他 6,598

小計 170,230

利息及び配当金の受取額 3,079

法人税等の支払額 △1,210

営業活動によるキャッシュ・フロー 172,099

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 5,215

貸付けによる支出 △32,000

貸付金の回収による収入 26,700

敷金及び保証金の差入による支出 △2,030

敷金及び保証金の回収による収入 4,000

その他 500

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,385

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 174,475

現金及び現金同等物の期首残高 1,435,631

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,610,106
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間

                        （自　平成21年４月１日
                          至　平成21年９月30日）

棚卸資産の評価方法　 　当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前

事業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しておりま

す。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、26,897千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、20,587千円であり

ます。

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 貸倒引当金繰入額 125,626千円 

 賞与引当金繰入額 7,844千円 

 退職給付費用 967千円 

　

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 貸倒引当金繰入額 99,996千円 

 賞与引当金繰入額 6,530千円 

 退職給付費用 3,662千円 

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 貸倒引当金繰入額 137,350千円

 賞与引当金繰入額 4,033千円

 退職給付費用 369千円

　

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 貸倒引当金繰入額 80,251千円 

 賞与引当金繰入額 3,730千円 

 退職給付費用 1,209千円 
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,510,153千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 1,510,153千円

 

　

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,610,106千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 1,610,106千円

 

　

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月

30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　38,363千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　   　122千株

 

３．新株予約権等に関する事項

  ストック・オプションとしての新株予約権　

　平成21年６月30日をもちまして権利行使期間満了により失効しているため、新株予約権の当第２四半期会計

期間末残高はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）　

 
コンテンツ
事業
（千円）

アミューズ
メント事業
（千円）

コンサルテ
ィング事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 211,236351,96329,458 592,658 － 592,658

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 211,236351,96329,458 592,658 － 592,658

営業利益又は営業損失（△） △29,626 39,295△1,373 8,295△275,979△267,683

　

　前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）　

 
コンテンツ
事業
（千円）

アミューズ
メント事業
（千円）

コンサルテ
ィング事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 573,668717,63459,8431,351,146 － 1,351,146

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 573,668717,63459,8431,351,146 － 1,351,146

営業利益又は営業損失（△） △28,876 82,726△4,373 49,476△376,686△327,209

　（注）１．事業区分は、事業の種類・性質の類似性等により区分しております。

２．各事業の主要なサービス

事業区分 主要なサービス

コンテンツ事業 肖像権・著作権等の版権管理業務、権利活動に付帯する広告宣伝・媒体業務　

アミューズメント事業
遊技機転用業務（パチンコ・パチスロ機をアミューズメント施設に転用する業

務）

コンサルティング事業
ぱちんこ営業店への景品供給、仕入、陳列交換等に係る企画運営のコンサルティン

グ業務

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）　

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）

　当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。
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（持分法損益等）

　

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円）

（注）　
145,000

 
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 0

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） －

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円）

（注）　
145,000

　（注）関連会社の債務超過額のうち持分に負担させるべき額であり、四半期財務諸表上は貸付金に対する貸倒引当金繰

入額として計上しております。　

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。　

　

（企業結合等関係）

当第２四半期会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 49.20円 １株当たり純資産額 53.56円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 7.10円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 271,755

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 271,755

期中平均株式数（千株） 38,242

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定

に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの概

要

－　

　

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 4.36円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） 166,746

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 166,746

期中平均株式数（千株） 38,240

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度末から重

要な変動があったものの概要

平成18年６月29日定時株主総会決議による新株予

約権（600,000株）につきましては、平成21年６月

30日をもちまして権利行使期間満了により失効し

ております。
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 7.92円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 303,090

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 303,090

期中平均株式数（千株） 38,241

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定

に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの概

要　　

－　

　

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 4.67円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） 178,581

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 178,581

期中平均株式数（千株） 38,240

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定

に含めなかった潜在株式で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　　　　当第２四半期会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　　　　前事業年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。
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２【その他】

　　　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月14日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中
 

監査法人ナカチ

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　　卓　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 吉永　康樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモンウェ

ルス・エンターテインメントの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメント及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並

びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中

監査法人ナカチ

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　　卓　　印

 業務執行社員  公認会計士 吉永　康樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモンウェ

ルス・エンターテインメントの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第33期事業年度の第２四半期会計期間（平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメントの平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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